
CAEA セブ アメリカン イングリッシュ アカデミー 

学校規則 
 

1 ,本校生徒は当校規則および法令などを遵守し生活してください。 

 

2 ,遅刻、欠席はいかなる場合でも払い戻しされません。また、欠席などの代替授業もあり

ません。 

 

3 ,以下の行いに対し当該生徒に注意、勧告をします。 

・ 許可なく生徒異性間の各部屋への出入り禁止。(夫婦は除く) 

・ 無断外泊、無断欠席 

・ 他の生徒を侮辱するような暴言、態度 

・ 教師、スタッフに対する暴言 

・ 学校内外での迷惑行為 

・ 学校内での賭博行為、飲酒(ホテルは除きます) 

・ 教育施設内に無断で生徒以外の人を入れた場合 

・ その他留学生として相応しくない言動をした場合 

 

なお、度重なる注意、勧告を受けた生徒は当校の判断により退学処分にすることができ

ます。この場合の退学の払い戻しはありません。 

 

4 ,以下の場合はただちに退学処分となります。この場合も払い戻しはありません。 

・ 窃盜行為、暴力行為、他のいかなる犯罪を犯した場合 

・ 故意に学校又はホテルに被害、損害を与えた場合 

 

5 ,授業は先生を尊重し指示に従ってください。 

・ 授業中は英語のみを使用してください。 

・ 適切な服装を心がけてください。 

・ 間題がある生徒につきましては授業を変更、もしくは中止する場合があります。 

 

6 ,祝祭日 

   土曜日、日曜日、及びフィリピン、セブ市などが制定する公的な祝祭日には基本的に休

講となりますが、ご希望の方には学校の定める特別授業を有料にてご提供しています。 

 

7 ,留学期間延長 



   週単位で延長可能です。お申し込みは原則として 2 週間前までに申請してください。

ただし、学校の空き状況もしくはホテルの部屋状況などにより延長できない場合もござい

ます。延長価格はそれぞれの留学価格を留学週間で割った分が 1 週当たりの延長価格とな

ります。 

 お支払いは現地支払い、もしくは日本の当校口座への振込のどちらでも可能です。 

 現地支払いの場合は、円もしくはペソにて現金でお支払いください。 

 

8 ,免責規定 

紛争、停電など当校でコントロール出来ない事由、または天災地変、その他の不可抗力的

な事由で営業が不可能な場合、当校は責任を負いません。 

その他、あらゆる場合で個人的行動によって発生した事件、事故などの場合、学校側は責

任を負いません。 

 

9 ,払い戻し規定 

・ 個人理由等で留学を中止する場合、残余期間が 4 週以上の場合にのみ 1 週間単位で

払い戻しが可能です。中止の申請が受理された週の翌週から 4 週目以降が週単位で 

50%返金されます。申請後の 3 週間は払い戻し対象外となります。 

・ また、中止の申請日は月曜日から金曜日午前中までの営業時間内です。土曜、日曜

日、およびフィリピンの祝祭日は申請が出来ません。 

 

例) 8 週間留学の方が 1 週目に中止の申請をし受理された場合 

1 週目はすでに留学は実施されているので、それにプラス 3 週間の払戻対象外期間をプラ

スし、合計 4 週間分が返金対象外となります。したがって 5 週目以降 8 週目までの 4 週間

分の 50％が返金されます。 

 

・ また、残余期間は第 3 者に譲渡することはできません。 

・ 申請は必要書類を提出してください。当校で確認後,受理日より 1 ヶ月以内に当該生

徒もしくは保護者の口座に送金されます。 

 

10 ,価格関連 

為替変動による引き上げ、公租公課の引き上げ、法令またはその他の状況により当校は価

格を変動することが出来ます。 

 

1 1 ,無断外泊禁止 

もし週末など旅行などに行かれる場合は、必ず事前に外泊許可書を申請してください。 

 

12 ,貴重品 



フロントとお部屋内に金庫があります。 

個人物品が盜難などに合った場合、すべての責任は本人にあり、学校に責任を間うことは

できません。 

 

13 ,掃除はホテル規定に則って行います。 

お部屋にある貴重品は必ずご自分の責任で管理してください。 

洗濯は週 3 回です。洗濯申込書を作成してルームサービスに出してください。洗濯物の

紛失、変形、脱色などに対しては当ホテルの洗濯物についての規定を準用する、なお、高

価な服、変形しやすい服、大切な服などは本人が直接管理してください。 

個人服などだけ洗濯可能であり、履き物、かばん、帽子などは洗濯を申し込むことができ

ません。 

 

1 4 ,喫煙規定 

喫煙は必ず指定された喫煙場所をご利用ください。 

 

1 5 ,火災予防規定 

学校内およびホテル内は火事の原因になるすべてのものの使用を禁じます。例えばキッチ

ンのない部屋での料理は禁止です。また、ストーブ類、キャンドルなど、見つけしだいす

ぐに没収します。ただし電気湯沸器は学生の長期滞在の為に特にお部屋に備え付けまし

た。 

当規則は申し込まれるすべての方に適用されます。 

また当校規則は予告なく変更する場合があります。 

 


